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お知らせコーナー 

 

　平成２０年１月２５日（金）岡山県のホテルグランヴィア岡山において、岡山・広島・山口・福岡四県病院協会連

絡協議会が開催された。

　当日は、山口県病院協会より貞國会長他４名が出席し、総勢２７名の役員が一同に会し、活発な意見交換が行わ

れた。

　各県病院協会が持ち寄り意見交換された議題は次のとおりである。

・　 広島県・入院基本料施設基準等の届出状況及び平均在院日数の関係　（広島県）

・　 各県の医療計画の進捗状況　（山口県）

・　 福岡県病院協会主催の第１回県民公開シンポジウムを開催して　（福岡県）

・　 ＤＰＣの取組みについて　（岡山県）

 

　平成２０年３月１２日（水）、山口市湯田温泉の「きむら」において、恒例の県医師会との懇談会が開催された。

医師会からは藤原会長他５名、病院協会からは貞國会長他５名が参加して、県内の医療情勢等について活発な意

見交換が行われた。

 

　更新（Ver5.0 で認定）

　　○医療法人財団神徳会　三田尻病院　　　平成２０年１月

　　　　山口県内において、日本医療機能評価認定病院は４１病院となっています。

 

○５月２日　　１９年度監査

○５月１６日　　２０年度第 1 回理事会

○５月２８日　　２０年度定期総会

○６月上旬　　初級職員研修

○６月上旬　　医療懇話会

岡山・広島・山口・福岡四県病院協会連絡協議会

県医師会三役との懇談会

日本医療機能評価認定病院の紹介

病院協会の主な行事予定

　この前までスキーに行こうといっていました（今シーズンも１回しか行けませんでした）が、もう

雪はなくすっかり暖かくなりました。また新年度が始まります。

　月日の経つのは速く我々は卒業して３１年経ちましたが、卒業した頃には考えられなかったような医

療環境になっています。今回の会報でも「医療崩壊」が複数とりあげられ、それぞれの筆者が実感している思いと

決意を述べられています。又、入院医療から在宅ケア促進への取り組み、安全管理、DPC データや資料の電子化に

ついても述べられています。これらの電子化されたデータは理論的な管理に役立てるよう積極的に有効に使いたい

ものです。

　医療崩壊が叫ばれても日々の診療は継続する必要があります。防府読売マラソン等で優秀な成績をおさめられて

いる岡田病院の本田さんのように、うまくストレスを解消して、患者中心の医療に取り組みたいと思います。

（内山　哲史）
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